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2021 年度 事業報告書 

特定非営利活動法人 猫の幼稚園 

I. 事業期間 

令和 3年 4月 1日〜令和 4年 3月 31 日 

 

事業の成果 

・当会の主要事業である譲渡事業において、大阪市行政及び尼崎市行政からの団体譲渡を継続中、また

長年懇意にしている名古屋市で活動する個人グループからの受入も例年通りであった。 

・新型コロナウイルス対応が続く中、大阪市行政では収容される猫の数が大幅に減った。その為猫 

の幼稚園への引出し依頼も少な目であった為、その分尼崎市行政の多頭飼育崩壊収容猫を受入た。 

・同じく感染症対策の為、役員同士・会員同士の交流も、残念ながら活発には行えなかったが、グルー

プ LINE を活用して、情報共有を続けている・今年度の FIP 発症例は、園児では 0件、卒園生子猫で 2

件。大阪市行政よりの引出し(パルボ陽性から回復した経緯がある)尼崎市行政よりの引出し、各一件。 

・今年度のパルボウイルス感染症は 4件。幸い不顕性感染もしくは非常に軽い症状で済んだので、こと

なきを得ている。やはり遺伝子検査での陰性確認はシェルター運営においてとても有効な安全策であ

ると考える。またパルボウイルスの蔓延を防ぐ為、ワクチン未接種の子猫達が一箇所に集まりすぎる

のを避ける必要があるが、猫の幼稚園・神戸チームでの預かり管理以外にも、会員有志による預かり

が定着してきて、とても有難い結果となっている。 

・乳飲児対応について。乳飲み児に対応できるのは伊與田と宇野のみで、会の運営上、できるだけ伊與

田が乳飲み児に掛かり切りになるのを避けていたが、この年は乳飲み児入園が散見された。 

・大阪行政からの引出し依頼が半減したことと、複数回のパルボ遭遇による活動凍結によって、予想よ

りも少ない入園数となったが、古株園児や年度跨ぎの入園卒園の所為で、卒園は予想数を上回った。 

・入園数は少なめだったが医療費は 200万超えであった。これは 4回のパルボ対策に加えて、骨盤狭窄

による排便コントロール中のぴぃの、成長に伴う二度目の手術費用 60万超えを含んでいる所為。 

この手術には、日々お世話してくれている宇野副理事から費用の半分を寄付頂いてる。 

4 月 入園：大阪市行政 2匹、他 1匹 卒園：1匹 

子猫の入園は 3月 29日大阪市行政から三兄妹さと・たま・でぇ。 

新型感染症対策でお見合い授業参観は完全予約制続く、総会は 4/25 オンラインで開催。 

4/9〜23迄三兄妹パルボ遺伝子検査陽性で対外的な活動自粛休止。三兄妹はごく軽い症状。 

5月 入園：大阪市行政 9 匹、尼崎市行政 11匹 卒園：3匹   

子猫室ライブ配信開始。 

尼崎市から多頭飼育崩壊の子猫入園、ワクチン済みの子達は遺伝子検査できず。 

大阪市から四兄妹入園。ふぇ・りぃ・たぁは上垣さん宅に留学みなる風邪重症で闘病看護。 

6月 入園：大阪市行政 0匹、尼崎市行政 0匹 卒園：9匹 
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ふぇ・りぃ・たぁ、尼崎のたうん、パルボ遺伝子検査陽性、6/10〜対外的な活動自粛休止。

陽性猫とそのグループに、抗体検査及び遺伝子検査実施。みなるは陰性だったので念の為

病院へ預ける。6/24 陰性を確認して活動再開。※二行政から六回の引き出しで、三回パル

ボ遭遇。不顕性感染もしくはごく軽症。 

副理事宇野にお世話して貰っている三毛猫ぴぃ、骨盤狭窄の為巨大結腸で排便コントロー

ルが続く。成長に伴い骨盤狭窄の二度目の手術実施。 

7月 入園：大阪市行政 7 匹、尼崎市行政 3匹 その他 3匹 卒園：15 匹 

尼崎からの多頭飼育崩壊グループ、全員ご縁決定卒園。 

7/9 茶虎茶虎きじの三兄妹と、予定外で大阪市行政から乳飲み子 1匹引出し、そのまま神

戸チームへ託す。三兄妹は青田さん担当、乳飲み児乳母役は宇野に担当して貰う。 

7/14青田さん担当三兄妹の 1匹パルボ遺伝子検査陽性。軽い軟便のみ。青田さん宅で療養。 

譲渡が進んで月末に子猫数 10匹以下になる。※今年度四回目のパルボ遭遇。 

8月 入園：大阪市行政 5 匹、尼崎市行政 0匹 その他 3匹 卒園：10匹 

つむぎ食欲低下、特別食を日に 4〜5回、夏前 2.3kg 夏の間の食欲不振で 1.7kg 迄減る。 

会員工藤さん乳飲み子保護して入園、ノミ多くて貧血酷い。 

民家壁と床下から乳飲み子保護され入園、8/20迄保護主サイドで保護。 

9月 

 

入園：大阪市行政 4匹、尼崎市行政 2匹 その他 0匹 卒園：10匹 

つむぎ食欲戻りだすが、不安定。 

卒園生こすも改めウパ君、体調不良の為体調戻るまで猫の幼稚園で療養。 

10 月 入園：大阪市行政 4匹、尼崎市行政 0匹 その他 0匹 卒園：5匹 

つむぎ食欲は低め安定状態保つが、免疫下がっている様で真菌が出た為毛刈り実施。 

来月にかけて大人猫達のワクチン月間、二匹ずつ順番に受診して健康診断。 

11 月 入園：大阪市行政 0匹、尼崎市行政 0匹 その他 6匹 卒園：12匹 

つむぎ右目下腫れ、パセトシンで対応。もみじ・つくし、口内環境悪く、抜歯手術を実施。 

卒園生と同居猫、飼い主がキャンプに連れ出している事が判明し、譲渡誓約書違反として

話し合い。一旦こちらに戻して貰い、動画削除などの対応を確認後、再譲渡。 

名古屋六匹のミショーン、頬の腫れは排膿して落ち着く。漏斗胸の症状はごく軽いものな

ので問題なし、歩き方の癖は、骨折の跡があるのでそれが原因らしい、主治医から譲渡対

象とみて問題なしとのお墨付き。 

12 月 入園：大阪市行政 0匹、尼崎市行政 0匹 その他 0匹 卒園：8匹 

名古屋猫全員卒園。 

1 月 入園：大阪市行政 0匹、尼崎市行政 0匹 その他 0匹 卒園：1匹 

つむぎ腫瘍肥大続く。右目視力無くなる。 

2 月 入園：大阪市行政 1匹、尼崎市行政 0匹 その他 0匹 卒園：0匹 
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大阪市より、この時期には珍しい乳飲み子入園。今年度の寄付支援者様 100 名達成。 

3 月 入園：大阪市行政 1匹、尼崎市行政 0匹 その他 0匹 卒園：3匹 

大阪市より大人猫一匹引き出し。眼振あり譲渡対象にできるか暫く要観察。 

3/7朝五時頃、眼窩奥腫瘍によりつむぎ永眠。12歳お花・4歳すだち・10ヶ月みなる卒園。 

事業の実施状況 

1 特定非営利活動に係る事業 

（1）＜事業名＞猫の保護、飼育管理及び飼い主探し事業 

   ＜内容＞遺棄された猫の保護、飼育、新しい飼主の譲渡を行う 

       入園数：62匹  

       譲渡数：68 匹 譲渡率 109.7％    

       死亡数： 1匹 死亡率 1.6％ 3 月 7日朝 5時過ぎ 眼窩奥腫瘍により永眠 18歳 

(前年までの平均譲渡率 92.9％)前年度より入園-30%、卒園-17% 

・参考：2020 年度入園 87 匹、卒園 81匹 永眠 0匹 譲渡率 93.1％※86→87へ数値修正済み 

2019年度入園 62匹、卒園 62匹 永眠 0匹 譲渡率 100％ 

2018年度入園 59 匹、卒園 51匹 永眠 5 匹 譲渡率 86.4％ 

2017年度入園 92匹、卒園 85 匹 永眠 9 匹 譲渡率 92.4％ 

2016年度入園 119 匹、卒園 110匹 永眠 7 匹 譲渡率 92.4％ 

2015年度入園 159 匹、卒園 148 匹 永眠 14匹 譲渡率 93.1％ 

   ＜実施場所＞当法人事務所 

   ＜実施日時＞毎日 

   ＜事業の対象者＞遺棄された猫及び行政に収容された譲渡対象猫と飼主希望者 

   ＜収入＞3,622,098円 保護主寄付金・譲渡時寄付金・一般寄付金・尼崎市医療費助成金・ 

              どうぶつ基金行政による犬猫の団体等譲渡事業推進のための助成金 

   ＜支出＞3,623,577円（猫の医療費・飼育費・交通費他） 

 

（2）＜事業名＞猫のお見合い会、授業参観の主催 

   ＜内容＞猫のお見合い会や保護主出席の授業参観の開催を行う 

   ＜実施場所＞当法人事務所 

   ＜実施日時＞土日祝及び年末年始・夏季休暇など ※新型感染症対策で利用者減少 

   ＜事業の対象者＞猫飼育希望者や保護主 

   ＜収入＞35,000円（授業参観参加者会費） 

   ＜支出＞491.671円（授業参観用品費他） 
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（3）＜事業名＞猫と快適に暮らす為の住空間相談事業 

   ＜内容＞猫と快適に暮らすための住空間のアドバイスを行う 

   ＜実施場所＞当法人事務所他現地 

   ＜実施日時＞土日祝で相談者の希望日他 

   ＜事業の対象者＞一般希望者 

   ＜収入＞ 3,000円 

   ＜支出＞ 7,460円 

 

（4）＜事業名＞猫等を一時預かるための短期預かり事業 

   ＜内容＞飼主が出張等の時に猫を預かる、年末年始・ゴールデンウィーク・夏期休暇時 

   ＜実施場所＞当法人事務所 

   ＜実施日時＞希望日（年末年始・夏期休暇時等）※新型感染症対策等で無料預かり増 

   ＜事業の対象者＞卒園生家族及び一般希望者 

   ＜収入＞  32,000円 預かり料金 

   ＜支出＞ 119,378円（フード及び衛生消耗品費・修繕費他） 

 

（5）＜事業名＞猫達の為のペット損害保険に関する代理店業 

   ＜内容＞卒園生を中心に猫達の健康管理の為のペット損害保険代理店業務事業 

   ＜実施場所＞当法人事務所 

   ＜実施日時＞通年  

   ＜事業の対象者＞卒園生飼い主家族・会員の紹介者 

   ＜収入＞65,764円 手数料 

   ＜支出＞22,382円（HP管理費運送費他） 

 

（6）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

・ 当該年度は実施せず 

 

総会の開催状況 

（1）通常総会開催  

 ・令和 3年 4月 25日 11時 00 分から 11時 30 分まで 

 ・オンライン総会 

 ・出席正会員数 17名（うち委任状出席者数 6名） 正会員総数 20 名 

 ・令和 2年度 事業報告並びに活動決算承認の件 

 ・役員改選の件 

 ・令和 3年度の事業計画書承認の件 

 ・令和 3年度の活動予算書承認の件 

 ・議事録署名人の選任の件 
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2022 年度事業計画書 

（令和 4年）2022 年 4 月 1日〜2023 年 3 月 31 日 

                        特定非営利活動法人 猫の幼稚園 

                         

Ⅰ  事業の実施方針 

・設立 8年度にあたり、引き続き適正な譲渡の推進と譲渡数増を目指す。 

・長引くコロナ禍による対策で、「お見合い会」「授業参観」の開催しにくい日々が続くが、ワクチン 

普及等、社会の対応も進んでいることから、昨年一昨年よりは活動しやすくなるものと思われる。 

猫達の安全と共に参加者及び会員の安全を守りつつ、より活発な活動を目指し、コロナ禍が続く中で 

も適正譲渡を守り、引き続きじっくり希望者家族と相談し、譲渡後のケアにも力を入れて、保護猫園 

児達にも迎えてくれる家族にも、最良のご縁を纏める事が大事である。 

・大阪市行政との連携では、団体譲渡に関して変化が起きている。おおさかワンニャンセンターに保護 

収容される猫の数がかなり減っていることから、今までは譲渡対象にならなかった授乳期の幼猫に対

しても、生きるチャンスを増やしたいとの行政側の意向がある。これを受けて猫の幼稚園でも授乳期

の猫を預かる事が増えていくので、ぜひともミルクボランティアの数を増やしたい。 

・6月、動物愛護法の改正で、数量規制が実施される。既に 2021 年度から行政による視察も始まって 

いるが、4月上旬に確認したところ、猫の幼稚園では運営に不安材料がないことやコロナ禍等もあり 

他への視察を優先させていて、実際の視察はかなり遅い順番になる様子。 

数量規制によって、保護飼育の上限が厳格に決まり、それは床面積であったりけケージの大きさであ

ったりするが、猫の幼稚園では基本伊與田1人でのお世話になる為、上限数を30匹とすることになる。 

この為、今迄は 35 匹としていた上限を、4月上旬変更届け提出済み。 

・同じく法改正により、マイクロチップ装着の努力義務が課せられる。猫の幼稚園では幼猫の保護が多

いので主治医と相談し、不妊手術実施まで手元にいる園児には、手術麻酔が効いている間に装着する

こととし、大人猫達は年一回の健康診断時に装着することとする。 

・2020 年度から認定 NPO法人を目指し、2022 年度も「3000円以上」の寄付金を「100 人以上」の目標を 

達成、次は書類申請できるように準備を進める。 

・猫の幼稚園は小さな団体で、宣伝力はあまりないのが悩み所なので、会員各位には、是非とも SNS 

や口コミ等により、いろいろな宣伝活動をお願いしたい。昨年始めた子猫室のライブ配信も定着させ

てより幅広い譲渡に繋げたい。 

 

Ⅱ  事業の実施に関する事項 

  １  特定非営利活動に係る事業 

  （１）事業名 保護猫預かり及び譲渡事業 

   （内容）        保護された猫の預かりとケア、その後新しい飼い主への譲渡   

   （実施場所）  大阪市淀川区宮原 1-16-2-1005（当法人施設） 
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   （実施日時）  通年 

   （事業の対象者）一般保護主及び会員保護主・センター引き出し猫 計 70匹入園 65 匹卒園 

（収入） 3,490,000円  一般寄付金 1,850,000円 

  保護主寄付金 30,000円 

  譲渡時寄付金 1,250,000円 

（支出） 3,027,330円 医療費 1,600,000円 

  猫フード 430,000円 

  猫飼育用品 220,000円 

  修繕費 1,575円 

  車両費 18,000円 

  交通費 90,0000円 

  雑費 42,000円 

  保険料 105,000円 

  光熱費 65,625円 

  維持管理費 157,500円 

  管理費共益費 150,255円 

  通信費 HP管理費 32,550円 

  運送費 525円 

  駐車場 108.000円 

  租税公課 6,300円 

 

（２）事業名 お見合い会及び授業参観 

      （内容）    保護猫達が実際に日常を過ごす場所でのお見合い会開催と、譲渡希望に関わらず、 

        保護猫園児達と触れ合って貰うことで、猫と暮らすことの楽しさや適正飼育について 

                の広報活動。  

   （実施場所）  大阪市淀川区宮原 1-16-2-1005（当法人施設） 

   （実施日時）  土曜日曜祝日・GW・お盆期間・年末年始 

   （事業の対象者）猫飼育希望者と一般保護主及び会員保護主 

（収入） 60,000円  授業参観会費 1,000円×60 人 60,000円 

（支出） 438,666円 修繕費 788円 

  車両費 9,000円 

  交通費 45,000円 

  授業参観用品費 50,000円 

  雑費 21,000円 
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  保険料 52.500円 

  光熱費 32,813円 

  維持管理費 78,750円 

  管理費共益費 75,128円 

  通信費 HP管理費 16.275円 

  運送費 262円 

  駐車場 54,000円 

  租税公課 3,150円 

    

（３）事業名 猫と暮らす為の快適空間に関する相談事業 

   （内容）        人と猫が楽しく共生する為の空間アドバイス。 

      （実施場所）    相談希望者宅又は大阪市淀川区宮原 1-16-2-1005（当法人施設） 

      （実施日時）  通年 

      （事業の対象者）一般希望者 

（収入） 3,000円  利用料＠3,000円×1案件 3,000円 

（支出） 6,478円 修繕費 13円 

  車両費 150円 

  交通費 750円 

  雑費 350円 

  保険料 875円 

  光熱費 547円 

  維持管理費 1313円 

  管理費共益費 1252円 

  通信費 HP管理費 271円 

  運送費 5円 

  駐車場 900円 

  租税公課 52円 

 

（４）事業名 猫等を一時預かるためのペットホテル事業       

   （内容）    卒園生を中心に帰省や出張等の際の短期預かり事業。 

      （実施場所）  大阪市淀川区宮原 1-16-2-1005（当法人施設） 

      （実施日時）  通年 

      （事業の対象者）卒園生飼い主家族・会員の紹介者 

（収入） 60,000円  利用料＠2,000円 X1泊 60,000円 
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（支出） 103,644円 修繕費 210円 

  車両費 2,400円 

  交通費 12,000円 

  雑費 5,600円 

  保険料 14,000円 

  光熱費 8,750円 

  維持管理費 21,000円 

  管理費共益費 20,034円 

  通信費 HP管理費 4,340円 

  運送費 70円 

  駐車場 14,400円 

  租税公課 840円 

 

  （5）猫達の為のペット損害保険に関する代理店業 

   （内容）    卒園生を中心に猫達の健康管理の為のペット損害保険代理店業務事業。 

      （実施場所）  大阪市淀川区宮原 1-16-2-1005（当法人施設） 

      （実施日時）  通年 

      （事業の対象者）卒園生飼い主家族・会員の紹介者 

（収入） 30,000円  手数料＠3,000円×10匹 30,000円 

（支出） 19,432円 修繕費 39円 

  車両費 450円 

  交通費 2,250円 

  雑費 1,050円 

  保険料 2,625円 

  光熱費 1,640円 

  維持管理費 3,937円 

  管理費共益費 3,756円 

  通信費 HP管理費 814円 

  運送費 13円 

  駐車場 2,700円 

  租税公課 158円 

  


